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女
性
の
労
働
力
率
と

子
育
て
期
の
男
性
の

長
時
間
労
働

　

日
本
人
女
性
の
労
働
力
率
は

国
際
的
に
見
て
低
く
、
特
に
子

育
て
期
に
当
た
る
30
代
で
労
働

力
率
が
減
少
す
る
の
が
特
徴
で

す
。

　

少
子
化
に
よ
る
労
働
力
率
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

働
き
た
い
と
思
う
女
性
が
社
会

進
出
で
き
る
よ
う
、
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
や
環
境
の
整
備
が
不
可

欠
で
す
。

あ
な
た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る　

未
来
が
あ
る
！

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
。

　

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
で
は
、﹁
輝
い
て　

ひ
ら

め
い
て　

韮
崎
プ
ラ
ン
﹂
に
基

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
家
庭
、
職
場
、

地
域
、
学
校
な
ど
社
会
の
様
々

な
分
野
に
お
け
る
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

急
激
に
進
む
少
子
化

　

２
０
１
１
年
の
日
本
の

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
３
人

　

少
子
化
の
主
な
原
因
は
晩
婚

化
や
未
婚
者
の
増
加
に
よ
り
、

女
性
一
人
あ
た
り
の
生
涯
出
産

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
れ
ば
、
合
計
特
殊
出
生
率

（
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産

む
子
ど
も
の
数
）
が
２
・
０
８
人

を
下
回
る
と
総
人
口
は
減
少
に

向
か
う
と
さ
れ
、
こ
の
数
字
を

目
安
と
し
て
少
子
化
と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
少
子
化
が
進
む
と
、
労
働
力
人
口

が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、産
業
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
、

日
本
の
経
済
成
長
が
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　

〜
社
会
経
済
情
勢
の
視
点
〜

日本

スウェーデン

米国

女性年齢階級労働力率 ( 国際比較）

総
務
省
「
平
成
22
年
労
働
力
調
査
」

　

近
ご
ろ
は
、
家
事
や
育
児
に
関
わ
る
男
性
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
家
庭
で
の
役
割
の
ほ
と

ん
ど
を
﹁
お
母
さ
ん
﹂
が
担
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
高
齢
化
社
会
に
拍
車
が
か
か
り
、
労
働
力
不
足
が
見
込

ま
れ
る
中
、
女
性
の
労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
も
終
わ
り
、
雇
用
状
況

の
変
化
か
ら
、
男
性
一
人
が
家
計
を
支
え
て
い
く
こ
と
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

男
女
が
お
互
い
に
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
、

か
つ
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
に
豊
か
な
人
生
を
築
く
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
目

指
す
姿
で
す
。

神山地区の生涯学習の集い

※労働力率とは、１５歳以上で働く意欲を持つ人がどれだけいるかを示す率。
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推
進
員
と
の
共
催
に

よ
り
、
藤
井
公
民
館

に
お
い
て
「
男
性
の

料
理
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進

員
の
指
導
の
も
と
、

今
回
の
料
理
の
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
ぶ

り
大
根
」
と
「
ほ
う

れ
ん
草
の
白
和
え
」

に
使
用
す
る
た
く
さ

ん
の
食
材
に
戸
惑
い

な
が
ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

調
理
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、「
大
根
の
皮
の
む
き
方

や
面
取
り
を
す
れ
ば
煮
崩
れ
し

な
い
こ
と
」
な
ど
、
料
理
に
対

す
る
基
礎
知
識
も
学
び
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

食
後
に
は
、
栄
養
士
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
食
生
活
に
関
す
る

注
意
や
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
に
関
す
る
指
導
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
男
性
の
料
理
教
室
を

通
じ
、「
料
理
作
り
は
楽
し
い
」

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
今

　

し
か
し
、
子
育
て
期
に
あ
た

る
30
代
男
性
の
平
均
労
働
時
間

は
生
涯
の
う
ち
最
も
多
く
、
育

児
に
参
加
で
き
な
い
状
況
か
ら
、

妻
へ
の
負
担
が
多
く
な
り
、
就

労
や
出
産
を
諦
め
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

母
親
へ
の
育
児
負
担
の
集
中

は
少
子
化
の
一
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
内
各
地
で
は
男
女
共
同
参

画
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
各
地
区
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

﹁
夫
婦
が
互
い
に
家

事
を
協
働
す
る
こ
と

で
、
感
謝
の
言
葉
が

自
然
に
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。﹂

　

穂
坂
地
区
で
は
公

民
館
活
動
の
一
環
と

し
て
巡
回
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度

は
、
男
女
共
同
参
画

ミ
ニ
講
演
を
取
り
入

れ
、
穂
坂
地
区
と
韮

崎
地
区
の
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
が
、

三
ツ
沢
分
館
に
お
い

て
、
手
作
り
の
資
料

に
よ
り
「
な
ぜ
男
女

共
同
参
画
が
必
要
か
」

に
つ
い
て
、
歴
史
的
背
景
や
法

的
根
拠
に
基
づ
い
た
施
策
や
国
、

県
、
市
の
取
り
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
活
動
の
一
環
で

あ
る
「
男
女
共
同
参
画
モ
デ
ル

家
庭
」
の
実
践
結
果
報
告
で
は
、

「
夫
婦
が
互
い
に
家
事
を
協
働
す

る
こ
と
で
、
感
謝
の
言
葉
が
自

然
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
充
実

し
た
毎
日
が
送
れ
た
。」
な
ど
、

相
手
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
た
感
想
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
男
女
共
同
参
画
ミ
ニ

講
演
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
適
し
た
夫
婦
の
役
割
分
担

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
り
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
繋
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

男
性
も
料
理
に
挑
戦

　

﹁
料
理
は
楽
し
い
﹂

　

藤
井
地
区
で
は
食
生
活
改
善

後
、
各
家
庭
に
お
い
て
一
人
で
も

多
く
の
男
性
が
腕
を
振
る
う
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
穂
坂
・
中
田
・
清
哲
・
神
山
・
大

草
町
に
お
い
て
も
男
性
の
料
理
教
室

を
食
生
活
改
善
推
進
員
と
の
共
催
で

開
催
し
ま
し
た
。

﹁
公
民
館
活
動
と
の
連
携
﹂

　

神
山
地
区
で
は
「
第
二
十
六
回

生
涯
学
習
の
集
い
」
に
お
い
て
、

来
場
者
と
共
に
「
韮
崎
市
男
女
共

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
歌
」
を
合

唱
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
配
布
し
た
歌
詞

カ
ー
ド
を
使
い
、
推
進
委
員
の
解

男性の年齢階級就労時間

男性平均週間就業時間（時間）

男性従業者に占める週６０時間以上就業の割合（％） 男
女
共
同
参
画
の
様
々
な
活
動

〜
各
地
区
の
活
動
紹
介
〜

総
務
省
「
労
働
力
調
査
参
考
」

穂坂地区の男女共同参画ミニ講演



男女共同参画特集

�

女
性
の
育
児
と

仕
事
の
両
立
に
必
要
な

家
族
の
支
援
と
そ
の
現
状

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
た

め
に
は
、
子
育
て
に
理
解
の
あ

る
職
場
の
整
備
や
、
家
事
・
育

児
へ
の
家
族
の
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
男
性
の
現
実
は
、

仕
事
優
先
が
最
も
多
く
、
理
想

は
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
て
も
、
仕
事
を

優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

結
婚
・
出
産

後
も
仕
事
を
続

け
た
い
と
思
っ

て
い
る
女
性
は

大
勢
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際

に
は
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
仕

事
を
離
れ
ざ
る

を
得
な
い
女
性

も
少
な
く
あ
り

　
　

ま
せ
ん
。

　

人
生
プ
ラ
ン
の
中
で
「
仕
事

か
子
育
て
か
」
の
二
者
択
一
を

迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
仕
事
も

子
育
て
も
両
立
で
き
る
社
会
的

条
件
を
整
え
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
出
生
率
の
回
復
に
繋
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
も
、
仕
事
だ
け

で
な
く
、
育
児
や
介
護
な
ど
家

庭
の
こ
と
に
も
っ
と
関
わ
り
た

い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。 

　

男
性
も
女
性
も
、
育
児
・
介

護
休
業
制
度
な
ど
を
利
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
職
場
の
環
境

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
、「
男
も

女
も
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
」

を
考
え
、
一
人
一
人
が
日
常
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

「
女
だ
か
ら
・
・
・
」「
男
だ

か
ら
・
・
・
」
で
は
な
く
「
自

分
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
に
よ

子育てをしながら働くために必要なこと

内
閣
府
「
平
成
20
年
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」

り
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線
３
５
７
） 

説
と
リ
ー
ド
で
、
全
員
が
声
高

ら
か
に
合
唱
し
て
、
男
女
共
同

参
画
の
理
念
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
推
進
委
員
手
作
り

の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ポ
プ
リ
（
解

説
付
き
）
を
「
男
女
共
同
参
画

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
と
と
も
に

来
場
者
に
配
布
し
、
活
動
へ
の

理
解
と
男
女
協
働
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
は

継
続
し
た
活
動
が
重
要
で
あ
り
、

地
道
な
活
動
を
重
ね
て
い
く
こ

と
で
成
果
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
実
現

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
平
成
19
年
女
性
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
に
関
す
る
調
査
」

男性の「仕事」「家庭」「地域・個人の生活の関わり方

現実と理想のギャップ

■仕事　　　　　　　　　　　　　　　　■家庭生活

■地域・個人の生活　　　　　　　　　　■仕事と家庭生活

■仕事と地域・個人の生活　　　　　　　■家庭生活と地域・個人の生活

■仕事と家庭生活と地域・個人の生活　　■わからない

男女共同参画

シンボルマーク
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韮
崎
市
の
財
政
状
況
を
公
表

　

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
市
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
６
月
と
11
月
の
広
報
に
よ
り
『
財
政
状
況
の
公
表
』
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
編
成
状
況
の
ほ
か
、
平
成
23
年
度
最
終
予
算
の
状
況
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

　

韮
企
告
示
第
１
号

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
並
び
に
韮
崎
市
財
政
状
況
及
び
健
全
化
判
断
比
率
等
の

公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
３
月
30
日
現
在
に
お
け
る
韮
崎
市
の
財
政

状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
５
月
１
日　
　

韮
崎
市
長　

横
内　

公
明

平成２４年度当初予算状況
　平成 24年度の一般会計当初予算の編成状況については、４月号にて
お知らせしましたので、今回は予算の推移を見ていきます。

●歳入予算額の推移

●主な歳入の経緯
　平成２４年度は、大手製造業

主要部門の移転等により、法人

市民税の大幅な減収が見込まれ

ています。

　また、地方交付税は、前年度

の法人市民税収入を基準に計

算されるため、前年度より約

５千万円の減額が見込まれてお

り、そのため市債（減収補てん

債）が増加しています。

　したがって、歳入に占める自

主財源（市税や使用料等の市が

自主的に収入を得ることができ

る財源）比率も減少しています。

その他

市債

繰入金

県支出金

国庫支出金

地方交付税

地方譲与税等

市税

自主財源比率　　　 市税　　　 普通交付税　　　市債
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●歳出予算額 [目的別 ]の推移
　※市の経費を行政目的によって分けた場合

　大手製造業主要部門の移転等により、法人市民

税の予定納税の還付が生じることにより、総務

費が大きく増加しています。教育費については、

２３年度にスクールバス購入や人工芝運動場の

整備が終了したことにより、減少しています。

　市民会館解体や上ノ山・穂坂地区農工団地ア

クセス道路整備等の終了により、普通建設事業

費が大幅に減少しています。補助費等には法人

市民税の還付金が含まれるため、大幅に増加し

ています。繰出金については、一般会計から国

民健康保険特別会計等に繰り出す金額が増加し

ています。

議会費 市議会運営のための経費

総務費
庁舎や財産の維持管理、税金の収納、
戸籍管理、選挙、統計などの経費

民生費
高齢者や障がい者の福祉サービス、子
育て支援、保育所、生活保護などの経
費

衛生費
環境保全、疾病予防、健康増進などの
経費

農林水
産業費

農林水産業の振興を図るための支援
や生産基盤整備などの経費

土木費
道路や河川、公園などの社会資本整備
のための経費

消防費
消防団や消防施設などの災害対策の
ための経費

教育費
小・中学校、社会教育などの教育関係
経費

公債費 市債の元金・利子を支払うための経費

労働費
労働者福祉対策，雇用対策などに関す
る経費

商工費 商工業や観光の振興などの経費

	

●歳出予算額 [性質別 ]の推移
　※市の経費を経済的性質によって分けた場合　

人件費
市の職員の給料や各種委員の報
酬等の経費

物件費
賃金、旅費、交際費、需用費など消
費的性質をもつ経費

扶助費
生活保護、児童手当、医療費助成
など住民福祉を支えるための経
費

補助費等
峡北広域行政事務組合といった
組合や各種団体への負担金、補助
金の経費

普通建設
事業費

道路整備や市営住宅改修といっ
た工事等の経費

公債費
市債の元金・利子を支払うための
経費

繰出金
国民健康保険特別会計、下水道事
業特別会計等の運営を支援する
経費

積立金 基金（市の貯金）に預ける経費

維持補修費 建物や備品を修理する経費
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●平成２４年度当初予算における市民一人当たりの市民サービス額と市税負担額

※一般会計歳出総額を４月１日現在の人口（３１,６７９人）で割り算した額を市民サービス額としています。

※市税総収入額を４月１日現在の人口で割り算した額を市税負担額としています。

●特別会計と企業会計の平成 24年度当初予算状況

市民サービス額
400,455 円

市税負担額
140,530 円

固定資産税
71,439 円

市民税
57,436 円

軽自動車税 2,491 円
入湯税 426円

都市計画税 1,156 円

～

特別会計名 予算額 うち一般会計繰入金

国民健康保険 3,366,255 328,385

後期高齢者医療 266,991 72,797

簡易水道 11,076 5,163

下水道事業 1,410,067 730,597

介護保険 2,177,967 322,196

特別会計名 予算額 うち一般会計繰入金

介護サービス事業 11,102 3,326

恩賜林保護財産区

（第一鈴嵐外５会計）
4,751 ー

青木御座石財産区 722 ー

企業会計名 区分 予算現額 収入のうち一般会計補助金 資本的収支補てん財源

韮崎市立病院事業

収益的収入 2,433,794

230,183 過年度損益勘定留保資金 192,067
収益的支出 2,433,794

資本的収入 68,519

資本的支出 260,586

韮崎市水道事業

収益的収入 816,493

252,967

当年度消費税及び地方消
費税資本的収支調整額 5,274収益的支出 816,493

資本的収入 319,119
過年度損益勘定留保資金 199,904

資本的支出 524,297

特
別
会
計

企
業
会
計

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

●住みよいまちづくりのために　税金１，０００円の使われ方

民生費　　　　福祉のため
公債費　　　　借入金返済のため
教育費　　　　義務教育や社会教育のため
衛生費　　　　環境や健康のため
総務費　　　　戸籍や市民バスのため
土木費　　　　道路や公園のため
農林水産業費　農林業のため
その他　　　　消防などのため

市たばこ税 7,582 円



2012.06

�

●平成２３年度最終予算状況

会計名 最終予算現額 支出済額 差引額

一　般　会　計 13,903,553 10,104,601 3,798,952
特　別　会　計 6,648,238 5,520,489 1,127,749

内
訳

国民健康保険 3,256,974 2,897,124 359,850
後期高齢者医療 239,488 176,178 63,310
簡易水道 11,222 8,229 2,993
下水道事業 1,201,268 760,612 440,656
介護保険 1,920,754 1,663,727 257,027
介護サービス事業 11,124 9,724 1,400
恩賜林保護財産区

（第一鈴嵐外５会計）
6,579 4,527 2,052

青木御座石財産区 829 368 461
合　　　　　計 20,551,791 15,625,090 4,926,701

事業名 金額

県営畑地帯総合土地改良事業 28,750
農業体質強化基盤整備推進事業 55,180
市道（藤井）６号線道路整備事業 31,500
都市計画図・管内図修正業務委託 25,200
小学校施設管理事業

（エアコン設置工事）
219,296

中学校施設管理事業
（エアコン設置工事）

65,891

その他 28,447
繰越事業費計 454,264

企業会計 区分 予算現額 執行済額 資本的支出等補てん財源 業務量

韮
崎
市
立
病
院
事
業

収益的収入 2,353,813 2,409,858
過年度損益勘定
留保資金 232,720

延患者数(人)

収益的支出 2,353,813 2,338,962 入　　院

うち介護

外　　来

計

55,130
5,138
75,096
130,226

資本的収入 95,960 100,759 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額 416資本的支出 335,804 333,895

韮
崎
市
水
道
事
業

収益的収入 825,788 828,200
過年度損益勘定
留保資金 167,663 配水量(㎥)

有収水量(㎥)

給水戸数(戸)

給水人口(人)

4,768,125
3,356,603
10,949
27,855

収益的支出 825,788 821,639

資本的収入 141,417 141,418 当年度消費税及
び地方消費税資
本的収支調整額 0資本的支出 345,007 309,081

（単位：千円）平成２３年度主な繰越事業平成２４年３月３０日現在（単位：千円）

※予算は年度ごとに決められていますが、工事や特殊な事情
　等で年度内に支出できない場合、議会の承認を経て翌年度
　に執行することを予算の繰り越しといいます。

平成２３年度最終予算状況

基金（市の貯金）の状況

　平成２３年度末の基金の現在高

は、主要事業の推進、市債発行の

抑制を図るために基金を活用した

ことにより減少しました。

　平成２４年度についても、法人

市民税の大幅な減少や交付税の減

額に対処するため、引き続き減少

する見込みです。今後、計画的な

活用、運用に努めます。

平成２３年度（見込）

市民一人あたり残高

１７万２千円

特別会計基金

その他目的基金

公共施設整備基金

市債管理基金

財政調整基金
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　一般会計の地方債の現在高は、今

年度減収補てん債の借入れを予定し

ているため増加しますが、後年度に

おいて元利償還金（返済借金）が交

付税で補てんされることになってい

ます。また、その他の会計について

は、ほぼ横ばいを見込んでいます。

市債は借金ですので、発行について

はより一層の注意を払います。

地方債（市の借金）の状況

平成２３年度（見込）

市民一人あたり残高

９０万７千円

交付税で補てんされ

る額を除く残高

４１万円

病院　　　水道　　　下水道　　　一般会計　　　　交付税で補てんされる額

採用
職種

試験
区分

採用
人員

受験
資格

勤務
場所 採用日 申込受付期間 試験日 試　験

種目等 備考

看護師
短大
卒業 
程度

10 名 
程度

看護師
免許を

有する人

市立病院
（看護局）

8 月 1 日
9 月 1 日

10 月 1 日
11 月 1 日
12 月 1 日
1 月 1 日
2 月 1 日
3 月 1 日

6 月 1 日 ( 金 ) ～ 15 日 ( 金 )
7 月 6 日 ( 金 ) ～ 20 日 ( 金 )
8 月 3 日 ( 金 ) ～ 17 日 ( 金 )
9 月 7 日 ( 金 ) ～ 21 日 ( 金 )

10 月 5 日 ( 金 ) ～ 19 日 ( 金 )
11 月 2 日 ( 金 ) ～ 16 日 ( 金 )
12 月 7 日 ( 金 ) ～ 21 日 ( 金 )
1 月 4 日 ( 金 ) ～ 18 日 ( 金 )

7 月 6 日 ( 金 )
8 月 3 日 ( 金 )
9 月 7 日 ( 金 )

10 月 5 日 ( 金 )
11 月 9 日 ( 金 )
12 月 7 日 ( 金 )
1 月 11 日 ( 金 ) 
2 月 8 日 ( 金 )

会場　
　庁舎 402
　会議室

受付　13:20
　　～ 13:30
 ・小論文
 ・適性検査
 ・面接

＊試験の合
否通知は、
受験者全員
に直接郵送
します。

受験申込

必要書類

①職員採用試験申込書（返信葉書に５０円切手を貼り、申込者の氏名・送付先を明記すること）
　＊試験申込書は、市政策秘書課及び市立病院事務局で配布しています。
　＊試験申込書を郵便請求する場合は、１２０円切手を貼付した返信用封筒（角形２号）を同封してください。
②資格免許証（写）
③卒業証明書

持参による
申込

申込先
韮崎市政策秘書課政策人事担当（本庁舎３階）　
☎０５５１－２２－１１１１　（内線）３２５・３２６

受付期間 上記「受付期間」のとおり　＊８時３０分～１７時１５分（土日祝日は除く）

郵送による
申込

宛　先
〒４０７- ８５０１　韮崎市水神１－３－１　韮崎市政策秘書課政策人事担当宛
　＊書留郵便で、表に「採用試験申込書」の朱書き

受付期間 上記「受付期間」のとおり（各受付期間最終日に到着したものまで）

申込上の 

注意点

地方公務員法第１６条（欠格条項）のいずれかに該当する人は、受験できません。
・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）
・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
・韮崎市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他団体を結成し、又はこれに加入した者

勤務条件

初任給

短　大 
（３年制）卒 １９８，３００円

＊初任給は、経歴に応じて加算される場合があります。 
＊この金額は平成２４年４月１日現在のものであり、今後
給与改定等により変更になる場合があります。

短　大 
（２年制）卒 １８８，９００円

諸手当
給与条例の定めるところにより、扶養手当、通勤手当、住居手当、期末勤勉手当、夜間勤務手当
等を支給します。

※本年度実施する「平成２５年４月１日採用」職員採用試験は、９月に実施しますので詳細は７月号でお知らせします。	
■お問い合わせ　政策人事担当　内線（３２５・３２６）

平成２４年度　韮崎市職員「看護師」採用試験について
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蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡
単
に
流
れ
出
て
く
る
「
安
心
・
安
全
な
水
」。
実
は
こ
の

水
が
私
た
ち
の
家
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
に
は
多
く
の
人
が
関
わ
り
、
日
々
の
生
活
や
産
業
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

あ
ま
り
に
身
近
で
、
気
に
か
け
る
こ
と
が
少
な
い
水
道
水
で
す
が
、
近
年
、
小
雨
傾
向
に
よ
る
渇
水

対
策
や
、
地
震
等
の
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
な
っ
て
は
じ
め
て
気
づ
く
水
道
の
大
切
さ―

―

　

こ
の
水
道
週
間
を
機
に
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
お
使
い

に
な
っ
た
水
道
の
使
用
量
を
正
確

に
検
針
す
る
た
め
、
計
量
法
に
基

づ
き
８
年
ご
と
に
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
お
宅
に
は
、
市
か

さ
あ
今
日
も
水
と
元
気
が
蛇
口
か
ら

６
月
１
日
か
ら
７
日
は
水
道
週
間

量
水
器（
水
道
メ
ー
タ
ー
）の
交
換
を

 

〜
委
託
業
者
が
伺
い
ま
す
〜

ら
委
託
を
受
け
た
韮
崎
市
上
水

道
組
合
加
盟
の
指
定
店
業
者
が
、

９
月
中
旬
ま
で
の
間
、
随
時
取

替
作
業
に
伺
い
ま
す
。
作
業
時

に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
交
換
は
無
料

　

交
換
す
る
メ
ー
タ
ー
の
費
用

は
、
市
で
負
担
し
ま
す
。

（
業
者
が
メ
ー
タ
ー
交
換
の
代

金
を
い
た
だ
く
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　

な
お
、
作
業
す
る
委
託
業
者

は
、身
分
証
明
書
（
顔
写
真
入
り
）

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
立
会
い
は
不
要

　

作
業
の
際
に
は
、
各
ご
家
庭
に

お
声
が
け
を
し
ま
す
が
、
お
留
守

の
場
合
で
も
取
替
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
作
業
に
立
会
っ
て
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

事
前
に
個
別
の
お
知
ら
せ
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
交
換
を
行
っ
た
お
宅

に
は
、「
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
取

替
済
の
お
知
ら
せ
」
を
投
函
し
ま

す
。

◆
交
換
後
の
水
道
の
使
用

　

作
業
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て

行

い

ま

す

が
、
取
替
時
に

空
気
が
入
る
こ

と
や
若
干
の
濁

り
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な

場
合
は
、
浄
水

器
等
が
付
い
て

な
い
蛇
口
を
開
け
、
水
道
管
内
の

空
気
や
水
を
排
出
し
て
か
ら
お
使

い
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

　

み
な
さ
ん
が
ご
使
用
に
な
っ
た

水
量
を
確
認
し
、
そ
れ
を
基
に
水

道
料
金
を
算
定
す
る
た
め
、
２
か

月
に
一
度
、
月
の
初
旬
に
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

検
針
を
能
率
よ
く
進
め
、
水
量

の
読
み
間
違
い
等
が
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、

物
を
お
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。 

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
き

れ
い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

③
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
出
入

□
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離

れ
た
場
所
に
、
つ
な
い
で
お
い
て

く
だ
さ
い
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
青
か
茶
色

の
ふ
た
の
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
り

ま
す
。

　

（
高
層
ア
パ
ー
ト
等
は
、
各
部

屋
の
近
く
の
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
の

中
に
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

水
道
管
理
担
当

　
　

（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）　



　
　

　　突き指と言うと、たいした怪我ではないという印象を持って
いる人が多いかもしれません。昔から「引っ張っておけば大丈夫」と言われ、そうしている
人もいると思います。
　診療していると時々そういう患者さんに出会いますが、指を引っ張る
ということは絶対やってはいけません。
　突き指というのは、指の関節、靭帯、腱、骨などの損傷の総称です。
まずしなければいけないことは、冷やすこと、固定すること（テーピン
グや添え木などで）です。関節が曲がったまま伸びないような場合は、
腱が切れたり、骨が折れている証拠なので、すぐ専門医に診てもらう必
要があります。時々突き指して指が曲がったまま治らず 1 か月くらいし
てから来院される人がいますが、その場合治療は難しく、指が曲がった
ままになる可能性が高くなります。「突き指くらい」と思わず、診察を受
けるようにしてください。

右手の人差し指を突き指しました。
第１関節が少し曲がっていますが放っておいて
大丈夫でしょうか？　　　　　　（16歳男性）

「荻
おぎ

 太郎展」

■開催期間　６月１０日（日）から

　新制作協会で活躍した荻太郎。人間愛を根底とした情

感あふれる世界を感じていただける企画展です。

 １階の常設展では、上村松園、片岡球子等、２階第２

展示室では、鈴木信太郎の作品を紹介します。第３展示

室では、島岡達三、原田拾六、バーナード・リーチ等の

作品を展示しています。

■開館時間　１０時～１８時（入館は１７時半まで）

■休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）

　　　　　６月４日～９日までは展示替えのため休館

■入館料　大人５００円　小中高２００円

※障害者手帳を提示の方は、本人及び介添人１名が無料。

　団体（２０名以上）割引あり

※市内在住・在学の小中学生は無料

※常設展・企画展を何回でも観覧できるお得な年間パス

　ポート会員も、受付中です。

市民交流センターニコリ１階
韮崎大村美術館サテライトスペース

　大村智氏より寄贈されたバーナード・リーチ等の作品

をご覧いただけます。

　また日本を代表する彫刻家、桑原巨守とその教え子た

ちのブロンズ像等の作品を無料でご覧いただけますの

で、お気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

■お問い合わせ先（水曜日除く、１０時～１７時まで）

　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院
整形外科　医長　小川知周

市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったら
今すぐ電話を
☎２２ー１１１１（内線２１６）

　平成２３年４月から、韮崎市で専門的な相談員
による消費生活相談窓口を設置して１年２ヶ月が
経ちました。

23 年度の相談件数
　韮崎市の窓口で受けた件数：４２件、
　県民生活センターに
　韮崎市民が相談した件数：１５０件です。

●相談業務
　商工観光課に消費生活相談窓口が

設置されています。資格を持った専

門員の相談日時は、毎週火曜日９時

～１６時です。火曜日以外は、商工

観光課窓口での相談も受け付けてい

ます。お気軽にご相談ください。

相談できる内容は、主に以下のとお

りです。

　　◆商品・サービスの契約トラブル
　　◆製品事故
　　◆借金問題（多重債務）

標題にも書いてありますように、

「おかしいなと思ったら」、またはこ

れは消費生活相談かどうか分からな

いというケースでも、今すぐ電話

を！

●出前塾（講座）受付中
２３年度大変好評でありました消

費生活相談出前塾を本年度も引き続

き受け付けています。地域や色々な

グループの学習会等どんな機会でも

声をかけてください。

　　原則として、平日（火曜日を除く）

　９時～１７時までの間ですが、休日、夜間でも承ります。

　２４年度は、なるべくワークショップ形式（話を聞くだけではない受講者参加型）

　の講座を考えています。ＤＶＤもあります。是非ご利用ください。

■お問い合わせ　商工観光課商工労政担当（内線２１６）



月 火 水 木 金 土 日

　

　　　

休館： 

休館：  図      

のびのび教室
　対象：Ｈ22年5月生
　　　　まれ
　受付：13 時～13 時 30 分
　親子遊びや歯科相談を中心
　に行います。

デビューママの会
　受付：13 時 30 分～
　　　　14 時 30 分
　定員：10 組【要予約】
　持ち物：マイカップ
　支援センターを初めて利用
　する親子限定！親子遊びや
　おしゃべりを楽しみます。

休館：  （午前）

にらちび☆体位測定
　10 時 30 分～
　11 時 30 分
　０歳児の体位測定ができま
　す。【予約なし】

休館：

図おはなしの会
　10 時 30 分～１１時
　対象：幼児～小学校低学年

休館：   休館：    

抜き取ってご利用ください

6月

歯の健康無料相談
　時間：9 時 30 分～
　　　　12 時 30 分
　場所：市民交流センター
　　　　１階フロア―
　歯科医師による健診・相談、
　乳幼児の無料フッ素塗布、
　歯ブラシなどの無料配布。

休館：    

すくすく教室
　受付：13時～
　　　　 13時30分
　対象：Ｈ23年11月生まれ
　離乳食指導や離乳食の試食
　を中心に行います

パパママ学級
　13 時３０分～
　Aコース２回目
　赤ちゃん抱っこ体験や母乳
　栄養について行います。

休館：  

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

■韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111　 22-8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画財政課（内線３５６）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工観光課（内線２１５）

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：福祉課（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

●韮崎市ふるさと偉人資料館
　企画展『伊藤うた』の生涯
　市民交流センター1階
　入館料無料
　9月30日（日）まで開催中

　 中央公園ミニSL運行日
6/3、10、17、24
１０時～１２時・１３時～１６時
大人、子ども共に１回
１００円（３歳未満は、
保護者と同乗で無料）

2012
水
無
月

広報にらさき　

情報カレンダー

１ ２ ３

５ ６４ ７ ８ ９ 10

納期限 7月2日（月）

＊介護保険料　第２期
収納課（内線163 ～ 166）

今月の納税

６月６日
6 ～ 8 か月児ママの会

　受付：13 時 30 分～
　　　　14 時 30 分
　定員：10 組【要予約】
　持ち物：マイカップ
　同じ月齢のお子様を持
　つママ同士、親子遊び
　やおしゃべりを楽しみ
　ます。

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

午前8時30分～
　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時３０分～午後４時３０分
※眼科
　金曜　午前8時30分～午前11時
※リウマチ外来
　金曜　午前８時３０分～午前１１時３０分
　　　　　午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・年末
年始（12/29～1/3)
※急患はこの限りではあ
　りません。
※当院は院外処方を行っ
　ています。
※医師の日程変更による
　休診・代診については、
　お問い合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
麻酔科（ペイン：痛み） 水曜・金曜
泌尿器科 木曜
リウマチ外来 金曜（予約制）

韮崎市立病院　〒407ｰ0024 韮崎市本町3丁目5番3号　☎22－1221

６月７日
おでかけ♪児童センター

　10 時 30 分～
　11 時 30 分
　行先：韮崎児童センター
　10 時 30 分　 ニ コ リ
　１階受付に集合
　児童センターまでおさ
　んぽします。
　定員：10 組【要予約】

穂坂自然公園のイベント（毎週土・日曜日）
●木工教室
　時間：10 時～ 12 時 30 分　　　材料費：300 円
　ネイチャークラフト（バードコール）を作成します。
●ミニトレイルラン
　時間：12 時 30 分～ 15 時　
　エントリー料：100 円
　園内のミニコースにある課題をクリアしてゴールを
　目指します。　　　　問い合わせ☎ 37 ー 4362



　

　　　
　　　

　

　

1 歳 6 か月児健診
　受付：13 時～
　　　　13 時 30 分
　対象：Ｈ22年11月生
　　　　まれ
　小児科医師・歯科医師の診
　察があります。

0 ～ 5 カ月児
　ママの会
　受付：13 時 30 分～
　　　　14 時 30 分
　定員：10 組【要予約】
　持ち物：マイカップ
　同じ月齢のお子様を持つマ
　マ同士、親子遊びやおしゃ
　べりを楽しみます。

休館：

県外出身ママの会
　受付：13 時 30 分～
　　　　14 時 30 分
　定員：10 組【要予約】
　持ち物：マイカップ

助産師さんとおしゃべり
　「9 ～ 12 か月児の相談」
　10 時 30 分～ 11 時 30 分
　ちょっと気になること助産
　師さんとおしゃべりしてみ
　ませんか？
　定員：10 組【要予約】
　休館： （午前）

メルマガ会員限定！
　手型足型プレゼント
　10 時 30 分～
　11 時 30 分
　メルマガ会員さんに手型足
　型をプレゼント。　
　新規会員も募集中
　【予約なし】

休館：    

★夜間納税相談・
　収納窓口
　18 時～ 20 時 30 分
　市役所1階収納課

休館：図      交

よちよち教室
　対象児：Ｈ23年
　　　　　7月生まれ
　受付：13 時～13 時 30 分
　ブックスタート事業やお
　子さんの事故防止につい
　て行います。
　場所が市民交流センター
　２階図書館「おはなしコー
　ナー」で開催します。

●老壮大学
　市民交流センター
　3階多目的ホール
　13 時～ 15 時
　日本で唯一【ミュージカ
　ル落語】助け合う心を育
　 て よ う！～ 他 人 を 思 い
　やる心が、みんなを幸せ
　 に す る ん だ よ ～ ミ ュ ー
　ジカル落語家：三遊亭亜
　郎

休館：    

4 か月児健診
　対象児：Ｈ24年2月
　　　　　生まれ
　受付：13 時～13 時 30 分
　小児科医の診察が行われま
　す。

あかちゃん親子
　☆ママビューティー
　13 時 30 分～14 時 30 分
　定員：０歳児親子２０組　
　講師：斉藤晴美先生

休館：

凡
例

交：韮崎市民交流センター
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）
図：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：10時～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316

乳幼児の健診
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

子育て教室
　場所　保健福祉センター

※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　持物　母子健康手帳、筆記用具など
　　
育児健康相談等
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳

健康づくり教室
　場所　保健福祉センター
　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

★休日納税相談・
　収納窓口
　10 時～ 16 時
　市役所1階収納課

休館：

●武田の里ライフ
　カレッジ
　東京エレクトロン韮崎
　文化ホール
　13 時 30 分～15 時 30 分
　「大地震、その時のあなた
　は」ジャーナリスト・災害
　支援活動家：浅井久仁臣

就活したい！ママの会
　13 時 30 分～14 時 30 分
　定員：10 組【要予約】
　持ち物：マイカップ
休館： （午前）

3 歳児健診
　対象児：Ｈ21年5月
　　　　　生まれ
　受付：13 時～13 時 30 分
　小児科医及び歯科医の診察
　を行います

絵本大好きママの会
　13 時 30 分～14 時 30 分
　定員：10 名【要予約】
　（マイカップをお持ちください）
　持ち物：お気に入りの絵本
　を一冊お持ちください。
休館：

休館：

にらちび☆まつり
　10 時 30 分～
　11 時 30 分
　月に一度のセンターのお楽
　しみ会です。【予約なし】

休館：図 

にこにこ子育て相談
　9 時～ 16 時
　お子さんの気になる成長
　発達・食事などについて保
　健師や管理栄養士が個別
　に相談に応じます。
　【予約制】

図だっこの会
　11 時～１１時３０分
　対象：乳幼児

休館： （午前）

休館：図     

休館：図      

６月27日
★夜間納税相談・収納窓口
　18 時～ 20 時 30 分
　市役所 1 階収納課

　6 月 28 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階40１会議室　
　一人30分以内
　定員6名
＊予約受付　
　６月11日（月）8時30分～
　企画財政課（内線３５６）

今月の無料法律相談

　大人のための
　朗読会
　朗読のつどい
　14 時～１５時
　対象：成人一般

休館：

図11 12

18 19

13 14

20

15 16 17

６月13日
●子育てサロン“銀河鉄道”　

（P17 参照）10 時 30 分～
リズムに乗って親子で楽しく
体操しましょう。

６月22日
川辺修作先生講演会

　「子育てワンポイント
　アドバイス」
　10 時～11 時30 分
　（P17 参照）

６月28日
誕生会

　13 時 30 分～14 時 30 分
　定員：10 組【要予約】　材料費：100 円
　６月生まれのお子様をお祝いします

21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

６月20日
避難訓練

10 時 30 分～
いざという時のた
めに…避難訓練で
安 全 を 確 か め ま
しょう。

【予約なし】



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く） 　４日・　７日

１１日・１４日
１８日・２１日
２５日・２８日

６日・２０日

１３日 ー ５日
●市役所裏駐車場
　２日・９日・１６日
　２３日・３０日
　１３時～１６時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　９日・２３日
　１３時～１６時
●龍岡公民館グラウンド
　９日・２３日
　１３時～１６時

６月２３日（土）
９時～１１時
エコパークたつおか

（☎ 22-3437）へ直接搬入
運転免許証により、韮崎市
民 で あ る こ と を 確 認 し ま
す。
お店や事業所から出たもの
は搬入できません。
普通乗用車、軽自動車以外
での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 ー ２７日 １２日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石

　１日・　５日
　８日・１２日
１５日・１９日
２２日・２６日
２９日　　　　

１３日・２７日

６日 ー １９日

旭・大草・龍岡 ー ２０日 ２６日

6月のごみ収集日程　

◇ものまねスーパー☆ライブｉｎ韮崎

　７月１４日（土）１４時開演・大ホール

出演：原口あきまさ、ミラクルひかる、

　　　ダブルネーム

　【全席指定】３，０００円　

※３歳以上有料（３歳未満でもお席が必

要な場合は有料）

◇航空自衛隊航空中央音楽隊

　韮崎ふれあいコンサート

　【全席自由】入場無料（要入場整理券）

☆６月１６日（土）１０時より整理券配布

　開始！

※整理券はおひとり様４枚まで配布致し

ます。配布は先着順で行います。なお、

お並びいただいても配布枚数上限に達し

た場合、入場整理券をお渡しできない場

合がございます。あらかじめご了承くだ

さい。

◇第１８回 武田の里音楽祭

　合唱出演者募集!!

　東京エレクトロン韮崎文化ホールおよ

び市教育委員会では、１２月１６日（日）

に第１８回武田の里音楽祭を開催します。

オーケストラをバックに歌える貴重な機

会です。

　初めての方も奮ってご参加下さい。

　練習は下表の日程を予定しています。

練習会場はニコリ３F 多目的ホールです。

　参加ご希望の方は申込書がありますの

で、当ホールまでご連絡ください。

（※練習時の受付も可能です。）

※１２月１５日（土）の前日練習は文化

ホール・大ホールで行います。

■お問い合わせ

　東京エレクトロン韮崎文化ホール

　☎２０ー１１５５　　 ２２ー１９１９

文化ホールインフォメーション
祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出
西町、富士見ヶ丘、中島、高河原 	 ５日（火）・２１日（木）

富士見、岩下、上の山	 ６日（水）・２５日（月）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井
原、長久保	 ７日（木）・２６日（火）

穂坂町、日の城、三之蔵
三ッ沢上下、飯米場	 ８日（金）・２７日（水）

穂坂町、柳平、宮久保、鳥の小池	 １１日（月）・２８日（木）

藤井町全区	 １２日（火）・２９日（金）

中田町全区・穴山全区	 １３日（水）

円野町全区	 １４日（木）

清哲町全区・神山町全区	 １５日（金）

旭町全区 	 １日（金）・１８日（月）

大草町全区・竜岡町全区	 ４日（月）・１９日（火）

●老壮大学	 ２２日（金）

●静心寮	 ２０日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（6月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応
●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時
●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

練習日程表（予定）
　７月　７日（土）15：00～ １０月２０日（土）19：00～
　７月２１日（土）19：00～ １０月２７日（土）19：00～
　７月２８日（土）19：00～ １１月１７日（土）15：30～
　８月１８日（土）19：00～ １１月２４日（土）15：30～
　８月２５日（土）19：00～ １２月　１日（土）15：30～
　９月　１日（土）19：00～ １２月　８日（土）15：30～
　９月　８日（土）19：00～ １２月１５日（土）15：30～
　９月２９日（土）19：00～ １２月１６日（日） 本　番

１０月１３日（土）19：00～
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水
道
料
金
は

口
座
振
替
で

水
道
料
金
の
お
支

払
い
に
は
、
窓
口
払
い
と
口
座

振
替
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利

な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

■
口
座
振
替
可
能
金
融
機
関

　

・
山
梨
中
央
銀
行

　

・
甲
府
信
用
金
庫

　

・
山
梨
信
用
金
庫

　

・
山
梨
県
民
信
用
組
合

　

・
梨
北
農
業
協
同
組
合

　

・
三
井
住
友
銀
行
（
甲
府
支
店
）

　

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
お
申
し
込
み
・
持
ち
物

　

（
金
融
機
関
の
窓
口
）

　

「
預
金
通
帳
届
出
印
」「
水
道

使
用
量
等
の
お
知
ら
せ
（
検
針

票
）」
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
の
漏
水

チ
ェ
ッ
ク
を

漏
水
か
な
？　

と

思
っ
た
と
き
は
、
家
中
の
す
べ

て
の
蛇
口
を
閉
め
た
上
、
水
道

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
い
る
『
パ

イ
ロ
ッ
ト
』
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
れ

ば
、
ど
こ
か
で
水
漏
れ
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
に
、
韮
崎
市
上
水
道

工
事
協
同
組
合
（
☎
２
２
ー

３
１
３
６
）
ま
で
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
青
か
茶

色
の
ふ
た
の
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

あ
り
ま
す
。（
高
層
ア
パ
ー
ト
等

は
、
各
部
屋
の
近
く
の
パ
イ
プ

シ
ャ
フ
ト
の
中
に
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

水
道
管
理
担
当

　
　

（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）

こ
こ
を
し
ば
ら
く
の
間
見
て
く
だ
さ
い
。

　　

市
内
４
箇
所
の
児
童
セ
ン

タ
ー
は
、
本
年
度
か
ら
平
日
の

午
前
中
閉
館
と
し
て
い
ま
す
が
、

閉
館
時
間
帯
を
市
内
子
育
て
市

民
活
動
団
体
の
自
立
化
の
支
援

や
地
域
活
動
の
助
長
を
図
る
た

め
貸
出
を
行
い
ま
す
の
で
、
次

の
利
用
上
の
決
ま
り
を
ご
了
承

の
上
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
時
間
等

　

月
曜
〜
金
曜
日
。
た
だ
し
祝

祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月

28
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
）
を

除
く
。

　

９
時
〜
13
時

※
施
設
の
保
守
点
検
な
ど
の
た

め
に
、
臨
時
的
に
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
利
用
対
象
及
び
団
体
登
録

　

セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
希
望
さ

　

児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

閉
館
時
間
帯
の
施
設
利
用
の
お
知
ら
せ

れ
る
団
体
の
方
は
、
事
前
に
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
登
録
可
能
な
団
体
と
は

　

概
ね
10
名
以
上
の
会
員
数
を

持
つ
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置

く
子
育
て
市
民
活
動
団
体
で
、

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
自
主
的

に
公
益
的
な
子
育
て
活
動
を
行

う
団
体

■
利
用
ま
で
の
手
続
き
の
流
れ

①
団
体
の
登
録

　

利
用
登
録
書
等
を
提
出

②
登
録
の
承
認

　

登
録
期
間
は
、
許
可
の
日

か
ら
当
該
年
度
の
み

※
毎
年
度
更
新
と
な
り
ま
す

③
利
用
申
請
書
の
提
出

　

利
用
日
３
日
前
ま
で
に
利

用
す
る
児
童
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
福
祉
課
へ
提
出

④
利
用
許
可
書
の
発
行

⑤
利
用
す
る
場
所
、
利
用
の

仕
方
等
の
確
認

⑥
利
用
当
日
の
セ
ン
タ
ー
の

開
閉

■
利
用
い
た
だ
け
る

　

施
設
設
備
等

　

遊
戯
室
・
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
・

　

ト
イ
レ
・
庭
・
冷
暖
房
設
備
・

　

備
品
類
（
事
務
室
内
の
備
品　

類
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）　

　

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
・
駐
車
場　

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
団
体
の
皆

様
に
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

子
育
て
支
援
担
当

　
　

（
内
線
１
７
３
・
１
７
５
）

　

市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
方
を

対
象
に
、
韮
崎
市
聴
覚
障
害
者
の

会
の
方
々
が
講
師
と
な
り
、
手
話

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
５
日
〜
12
月
６
日　

　

毎
週
木
曜
日
（
全
22
回
開
催
）

　

19
時
30
分
〜
21
時

■
場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
ニ
コ
リ
）
会
議
室

■
参
加
料　

無
料

■
定
員

　
　

初
級
ク
ラ
ス　

20
名

　
　

中
級
ク
ラ
ス　

20
名

■
申
込
期
限

　
　

６
月
25
日
（
月
）
ま
で

■
お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み　
　

　
　

障
が
い
福
祉
担
当

　
　

（
内
線
１
８
３
）

基
礎
か
ら
学
ぼ
う

手
話
講
習
会
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平
成
24
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も

手
当
」
に
か
わ
り
「
児
童
手
当
」

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
で
子

ど
も
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
自
動
的
に
児
童
手
当
の
認

定
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
支
給
対
象
と
な
る
方

　

中
学
校
卒
業
（
15
歳
に
な
っ
た

後
、
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

■
手
当
月
額　

支
給
一
覧
表

■
支
給
月　

６
月（
２
〜
５
月
分
）

　
　
　
　
　

10
月（
６
〜
９
月
分
）

　
　
　
　
　

２
月（
10
〜
１
月
分
）

■
所
得
制
限

　

平
成
24
年
６
月
か
ら
所
得
制
限

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

 　

所
得
制
限
一
覧
表
の
と
お
り

※
制
限
以
上
の
方
は「
特
例
給
付
」

と
し
て
、
児
童
１
人
に
つ
き
月
額

５
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
現
況
届

　

児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
毎

年
６
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
対
象
者
に
は「
現
況
届
」

を
送
付
し
ま
す
。

対　象　年　齢 支　給　額

３歳未満 １５，０００円

３歳以上

小学校終了前

（第１子・第２子） １０，０００円

（第３子） １５，０００円

中学生 １０，０００円

　

平
成
23
年
全
国
消
費

者
物
価
指
数
の
実
績
値

（
対
前
年
比
で
０
・
３
％

の
下
落
）
に
応
じ
て
、

平
成
24
年
度
の
手
当
額

が
「
児
童
扶
養
手
当
法

に
よ
る
児
童
扶
養
手
当

の
額
等
の
改
定
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
上
旬
に
対
象
者

の
方
へ
、
市
か
ら
届
出

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
指
定
期
日
ま
で
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
状
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
に
は
、
８

月
以
降
の
手
当
が
差
し

止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

障
が
い
福
祉
担
当

　
　

（
内
線
１
８
３
）

扶養親族の数 所得額
０人 ６２２万円

１人 ６６０万円

２人 ６９８万円

３人 ７３６万円

４人 ７７４万円

５人 ８１２万円

特別児童扶養手当・特別障害者手当等の額の変更

子
ど
も
手
当
か
ら
児
童
手
当
に
か
わ
り
ま
す

※特別児童扶養手当は、平成２４

年８月支払（平成２４年４月分

～７月分）から変更になります。

※特別障害者手当・障害児福祉手

当は、平成２４年５月支払（平

成２４年２・３月分は変更前の

額、平成２４年４月分は変更後

の額）から変更になります。

平成 23年度
平成 24年
3月分まで

平成 24年度
平成 24年
4月分から

支　給　月

特別児童扶養手当（1級） ５０，５５０円 ５０，４００円
4・8・11月

特別児童扶養手当（2級） ３３，６７０円 ３３，５７０円

特別障害者手当 ２６，３４０円 ２６，２６０円 2・5・8・11月

障害児福祉手当 １４，３３０円 １４，２８０円 2・5・8・11月

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
受
給
に
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
、
所
得

状
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
添
付
書
類
〉

①
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ

ピ
ー
（
国
民
健
康
保
険
加
入

の
方
は
不
要
で
す
）

②【
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
韮

崎
市
に
転
入
さ
れ
た
方
】

　

前
住
所
地
で
取
得
し
た
平
成
24

年
度
所
得
証
明
書
（
児
童
手

当
用
）

　

（
市
町
村
に
よ
り
取
得
で
き
る

時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

〈
提
出
期
限
〉　

６
月
29
日
（
金
）

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は

支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

子
育
て
支
援
担
当

　
　

（
内
線
１
７
３
・
１
７
４
・

　
　
　
　
　

１
７
５
・
１
７
９
）

■支給一覧表

■所得制限一覧表
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人
間
ド
ッ
ク　

　

今
年
度
よ
り
公
費
負
担
が
増

額
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

■
公
費
負
担
額

　
　

公
費
一
覧
表
の
と
お
り

■
対
象
者

　
　

韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
加

　

入
者
で
、
本
年
度
35
歳
か
ら

　

69
歳
（
平
成
25
年
３
月
31
日

　

現
在
）
に
達
す
る
方

※
総
合
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方

は
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

■
受
付
期
間

　
　

６
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

12
月
14
日
（
金
）

■
受
付
場
所　

保
健
課

　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
受
付
時
の
持
ち
物

　
　

・
国
民
健
康
保
険
証

　
　

・
健
診
キ
ッ
ト

※
健
診
キ
ッ
ト
は
７
月
上
旬
発

送
予
定
で
す
。
キ
ッ
ト
が
届
い

て
い
な
い
場
合
は
保
険
証
の
み

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
と
お
り
、
韮
崎
市
国
民
健
康

保
険
で
は
、
特
別
の
理
由
に
よ

り
生
活
が
著
し
く
困
窮
し
、
所

有
す
る
資
産
及
び
能
力
を
活
用

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
時

的
に
保
険
医
療
機
関
（
医
科
・

歯
科
）
及
び
保
険
薬
局
に
支
払

う
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
困

難
な
世
帯
に
対
し
て
、
一
部
負

担
金
を
減
免
、
免
除
及
び
徴
収

猶
予
す
る
た
め
の
要
綱
を
設
け

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
世
帯

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に

よ
り
死
亡
、
も
し
く
は
精
神

及
び
身
体
に
著
し
い
障
害
を

受
け
た
と
き
、
ま
た
は
資
産

に
重
大
な
損
害
（
生
活
用
資

産
の
半
壊
以
上
）
を
受
け
た

と
き

②
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
雪
害

等
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少

し
た
と
き

③
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

失
業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
と
き

※
②
③
は
、
認
定
に
あ
た
り
そ
の

他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
り
災
証
明
書

　

②
生
活
状
況
申
告
書

　

③
給
与
証
明
書

　

④
そ
の
他
資
産
及
び
申
請
理
由

　
　

を
証
明
す
る
資
料

　

⑤
印
鑑

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
保
医
療
担
当
（
内
線
１
２
７

　

〜
１
３
０
・
１
３
７
）

■
受
診
期
限

　
　

平
成
25
年
１
月
末
日
ま
で

■
受
診
会
場　

指
定
医
療
機
関

　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

脳
ド
ッ
ク

■
対
象
者

　
　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

で
、
本
年
度
50
歳
以
上
（
平

　

成
25
年
３
月
31
日
現
在
）
に

　

達
す
る
、
前
年
度
脳
ド
ッ
ク

　

を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

■
公
費
負
担
額

　
　

公
費
一
覧
表
の
と
お
り

■
受
付
期
間

　
　

６
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

12
月
14
日
（
金
）

■
受
付
場
所　

保
健
課

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
）

■
受
付
時
の
持
ち
物

　
　

健
康
保
険
証

■
受
診
期
限

　
　

平
成
25
年
１
月
末
日
ま
で

■
受
診
会
場　

指
定
医
療
機
関

　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
３
ー
４
３
１
０

減免等の割合等 適用区分

免除
実収入月額が、生活保護基準に１００分
の１１０を乗じて得た額以下の世帯

５割減額
実収入月額が、生活保護基準に１００分の
１１０を乗じて得た額を超え１００分の
１２０を乗じて得た額以下の世帯

徴収猶予
６ヶ月以内に資力の回復が見込めるが、
現在一部負担金の支払が困難である世帯

■減免の基準

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

受
診
受
付
を
開
始

種　類 性　別 平成 24年度 参考（平成 23年度）

人間ドック
男性 23,000 円 ← 10,000 円

女性 28,000 円 ← 15,000 円

脳ドック 男性・女性 10,000 円 ← 10,000 円

■公費負担額一覧表
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『
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
』
の

　
　
　
　
　
　

 　

概
要
及
び
実
施
状
況

　

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
集
落

の
活
動
状
況
を
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
実
施
要
領
第
12
及

び
同
実
施
要
領
の
運
用
第
17
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
24
年
６
月
１
日

■
概
要

　

河
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、
傾

斜
地
が
多
い
中
山
間
地
域
等
に
お

い
て
、
農
業
者
の
高
齢
化
・
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
深
刻
化
す
る

中
、
担
い
手
農
業
者
の
確
保
や
農

地
の
多
面
的
機
能
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
集
落
の
取

り
組
み
に
対
し
、
国
・
県
・
市
が

支
援
す
る
も
の
で
す
。

■
要
件

　

特
定
農
山
村
法
な
ど
の
地
域
振

興
８
法
地
域
の
傾
斜
農
用
地
を
対

象
に
、
該
当
す
る
集
落
と
市
が
５

年
以
上
継
続
し
て
行
わ
れ
る
農
業

生
産
活
動
等
を
定
め
た
集
落
協
定

を
締
結
し
、
取
り
組
み
ま
す
。
集

落
協
定
に
よ
る
共
同
取
扱
活
動
に

あ
っ
て
は
、
交
付
金
額
の
概
ね
２

分
の
１
以
上
を
充
て
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

農
林
振
興
担
当

　
　

（
内
線
２
２
３
）

地域
区分

協定集落名 認定年月日
協定参加者数（人） 協定農用地 交付金額

（円）
配分割合（％）

農業生産活動等の実施状況
農業者 非農業者 面積（㎡） 共同活動 農業者

特認
地域

日之城 H22.9.30 36 43 59,328 996,710 51 49
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・景観作物の作付け、堆きゅう肥の施肥等

三ツ沢 H22.9.30 73 69 146,241 2,456,848 100 0
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、堆きゅう肥の施肥等

特認地域合計（Ａ） 109 112 205,569 3,453,558

法指定
地　域

折　居 H22.9.30 36 17 113,862 1,912,881 50 50
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

御　杉 H22.9.30 33 1 105,786 1,777,204 51 49
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

武　田 H22.9.30 40 0 95,956 1,612,060 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・景観作物の作付け等

北宮地 H22.9.30 39 0 166,730 2,801,064 50 50
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、景観作物の作付け等

上円井 H22.9.30 56 2 226,275 3,801,420 50 50
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

下円井 H22.9.30 29 6 67,148 1,128,086 51 49
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

中　谷 H22.9.30 46 12 141,470 2,376,696 100 0
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り、堆きゅう肥の施肥等

入戸野 H23.9.30 25 2 75,984 1,276,531 54 46
・耕作放棄地対策等
・水路、農道等の維持管理等
・周辺林地の下草刈り等

鍋　山 H23.9.30 42 1 119,429 2,006,407 49 51
・農地法面の崩壊の未然防止等
・水路、農道等の維持管理等
・景観作物の作付け等

法指定地域合計（Ｂ） 346 41 1,112,640 18,692,349

総　合　計（Ａ）＋（Ｂ） 455 153 1,318,209 22,145,907

　

平
成
23
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借

に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当

た
り
）
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
情
報
は
あ
く
ま
で
参
考
で

あ
り
、
実
際
の
契
約
に
関
す
る
賃

貸
料
は
、
貸
し
手
・
借
り
手
が
よ

く
話
し
合
っ
て
決
め
て
く
だ
さ

い
。 農

地
の
賃
借
料
情
報

対象の部 地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田（水稲） 韮崎市全域 10,800 円 18,900 円 5,600 円 75

畑・普通畑 韮崎市全域 6,200 円 10,000 円 2,300 円 16

畑・樹園地（桃・葡萄・林檎・柿）韮崎市全域 11,300 円 19,800 円 5,000 円 6

畑・樹園地（その他果樹） 韮崎市全域 

牧草畑 韮崎市全域 

　＊斜線部分は、データ数が少ないため算出できません。
　　５件以上のデータを基に算出しています。

区　　　分 作　業　内　容 標準額 ※

耕耘請渡

耕　起 8,000 円

代掻（耕起してある場合） 8,000 円

代掻（耕起してない場合） 1,2000 円

機械田植え 燃料・技術者付き 8,000 円

稲刈り（バインダー）燃料・技術者付き ( ヒモ代別） 8,000 円

脱穀機賃金 燃料・技術者付き 8,500 円

コンバイン作業労賃 刈取り脱穀　燃料・技術者付き（ヒモ代別） 16,500 円

乾燥・籾摺り
（６０kg）

（米）乾　燥 1,200 円

（麦）乾　燥 1,400 円

籾　摺　り 600 円

一般農作業 １日（８時間） 7,200 円

農作業雇用労働賃金【標準額】が
決まりました

市農業委員会では、次のとおり平成２４

年度の農作業雇用労賃【標準額】を決定

しました。

[ 注意 ]

※標準的な料金を示すものであり、圃場条件や作業条
件など勘案して当事者間の協議により決定することを
前提としています。作業項目にない作業についても協
議のうえで決定してください。
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　平成２３年度の住民基本台帳の閲覧は１０件でした。

　韮崎市住民基本台帳の一部の写しの閲覧取扱要綱

第６条に基づき、以下のとおり公表します。

■お問い合わせ　市民担当（内線１２４）

住民基本台帳の
閲覧状況を公表します。

閲覧年月日 申出者の氏名（申出者が法人の場合にあって
は、その名称及び代表者又は管理者の氏名） 閲覧事由（利用目的）の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成 23 年 6 月 8 日 株式会社　トーニチコンサルタント 
代表取締役　三木　　勝

中部横断自動車道沿線住民アンケート調査 
（委託者：中日本高速道路株式会社）

市内 18 歳以上の男女 200 名

平成 23 年 6 月 10 日 株式会社　サーベイリサーチセンター 
代表取締役　藤澤　士朗

消費生活に係る県民意識調査（委託者：山梨県） 市内 20 歳以上の男女 72 名

平成 23 年 9 月 5 日 株式会社　日本リサーチセンター 
代表取締役　鈴木　稲博

金融力調査（委託者：金融広報中央委員会）
大草町下條西割及び大草町上條東割 
18 歳以上の男女 20 名

平成 23 年 10 月 11 日 社団法人　新情報センター 
事務局長　平谷　伸次

終末期医療についての意向と実態に関する調査
（委託者：学校法人　慶應義塾大学）

若宮２丁目、若宮３丁目 
20 歳以上の男女 20 人

平成 23 年 11 月 17 日 
平成 23 年 12 月 6 日

株式会社　サーベイリサーチセンター 
代表取締役　藤澤　士朗

肝炎ウイルス検査受検状況実態調査 
（委託者：厚生労働省）

富士見ケ丘、若宮、富士見 
20 歳以上 79 歳以下の男女 210 名

平成 23 年 12 月 2 日 株式会社　帝国データバンク 
代表取締役　後藤　信夫

県民健康づくり実践実況調査（委託者：山梨県） 市内 20 歳以上の男女 72 名

平成 23 年 12 月 8 日 八千代エンジニヤリング　株式会社 
代表取締役　星野　武士

リニア開業に関するアンケート調査
（委託者：山梨県）

市内 20 歳以上の男女 110 名

平成 23 年 12 月 26 日 株式会社　サーベイリサーチセンター 
代表取締役　藤澤　士朗

県民保健医療意識調査（委託者：山梨県） 市内 20 歳以上男女 136 名

平成 24 年 1 月 5 日 株式会社　サーベイリサーチセンター 
代表取締役　藤澤　士朗

テレビ放送に関するアンケート
（委託者：日本放送協会）

藤井町駒井、旭町上條北割、
旭町上條中割　　男女 48 名

平成 24 年 1 月 25 日 株式会社　流通研究所 
代表取締役　釼持　雅幸 人権に関する県民意識調査（委託者：山梨県） 市内 20 歳以上の男女 105 名

「甲信決戦」ヴァンフォーレ甲府 対 松本山雅 戦

７月１５日  韮崎市ホームタウンサンクスデー
市民５００人ご招待！ エスコートキッズ大募集！

■試合日時　７月１５日（日）

　　　　　　１８時００分キックオフ

■会場　山梨中銀スタジアム

■サンクスデーご招待チケット配布について

　市内に住所のある方を対象に、６月４日（月）

から次により先着順にて配布します。

◇市役所３階企画財政課

　（月～金、８：３０～１７：００）

◇市営総合運動場体育館

　（火～日、９：００～１７：３０）

※お一人様２枚までとし、チケット

　がなくなり次第終了

※席を確保して観戦する場合には、

　子供でもチケットが必要となり

　ます。

■エスコートキッズ・募集人員　

　２２名（年長児～小学校２年生）

■申込受付　６月１４日（木）１９時

　　　　　　　　　　　　　　※時間厳守

　市役所別館２階２０１会議室に集合してくだ

　さい。応募多数の場合は抽選を行います。

■その他注意事項
　　※当日は保護者同伴で、現地集合・現地解

　散となります。

※スタンドで観戦するには、チケットが必

　要です。

※チームおよび選手の選択はできません。

■お問い合わせ　
　企画推進担当

　（内線３５５～３５７）

　２０１２シーズンは、人もボールも動くサッカーを展開し、再び J １昇格を目指すヴァンフォー

レ甲府。今年も市民一丸となって応援するため、対「松本山雅」戦においてホームタウンサンク

スデーを開催します。

　当日は市民のみなさん（５００人）をバックスタンド自由席にご招待します。また、当日の「エ

スコートキッズ」も募集します。
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広報にらさきは市ホームページでも

ご覧になれます。

http://www.city.nirasaki.lg.jp/
■お問い合わせ

　企画財政課企画推進担当

　☎22－1111（内線356）
　  koho@city.nirasaki.lg.jp

　昨年１０月１６日に開催した「福祉の日記念

まつり」でチーム・ドロップスに披露していた

だいたエアロビクスの映像を、関係者が（社）

日本エアロビック連盟のビデオコンクールに応

募したところ、「スマイル賞」を受賞しました。

　４月３０日にグリーンフィールド穂坂（旧

勤労青年センター）において完成式典が開催

されました。

　市長による始球式のあと、韮崎高校 VS韮崎

工業高校によるオープニングマッチが行なわ

れ、多くのサッカーファンで賑わいました。

念願の人工芝サッカー場オープン

受賞しました。
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　子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ス

〜
い
や
い
や
期
の
子
ど
も
た
ち
〜

　

２
〜
３
歳
児
は　

自
我
が
芽

生
え
始
め
た
大
切
な
時
期
・
・
・

と
頭
で
は
分
か
っ
て
い
ま
す

が
。

　

子
ど
も
は
、「
い
や
い
や
！！
」、

「
自
分
で
す
る
〜
！！
」・
・
・
と

自
己
主
張
。

　

自
己
主
張
は
成
長
の
あ
か

親
子
で
ワ
ン
・
ツ
ー
３
Ｂ
体
操

　

子
育
て
サ
ロ
ン
〝
銀
河
鉄
道
〞

は
子
育
て
中
の
方
を
応
援
す
る
中

央
公
民
館
の
事
業
で
す
。

　

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
親
子
で
楽
し

く
体
操
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

６
月
13
日（
水
）

　
　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会

　
　

公
認
指
導
士　

岡
崎
万
理
氏

■
定
員　

20
組 

■
費
用　

無
料

■
持
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
料

　
　

水
、
運
動
の
出
来
る
服
装

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

中
央
公
民
館

　
　

☎
２
０
ー
１
１
１
５

２
０
１
２
年 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
開
催

　

今
、
流
行
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。

使
い
た
い
け
ど
使
い
方
が
わ
か
ら

な
い
、
興
味
は
あ
る
け
ど
難
し
そ

う
。
そ
ん
な
悩
み
を
解
決
し
ま
す
。

　

家
族
や
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ケ

防
止
に
も
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
最
も
有
効
な
手
段
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
い
こ
な
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
講

習
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
28
日
（
木
）

　
　

①
昼
の
部 

14
時
〜
16
時

　
　

②
夜
の
部 

19
時
〜
21
時

■
場
所　

会
議
室
５

■
定
員　

20
名

　
　

（
定
員
に
達
し
た
場
合
、

　
　

受
付
終
了
）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
　

総
合
受
付

　
　

☎
２
２
ー
１
１
２
１

戸
別
受
信
機
の
無
償
貸
与

　

市
で
は
、
災
害
時
や
緊
急
時

の
放
送
及
び
日
常
の
行
政
連
絡

を
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
屋
内
戸

別
受
信
機
に
よ
り
住
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
屋

内
用
戸
別
受
信
機
を
希
望
す
る

世
帯
に
は
無
償
で
貸
与
し
ま
す

の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み

　
　

防
災
交
通
担
当

　
　

（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

　

し
・
・
・
「
時
間
が
な
い
の
よ
・
・
・
」

「
も
う
！
い
い
か
げ
ん
に
し

て
っ
！
」
と
思
う
私
の
気
持
ち
の

持
っ
て
い
き
場
が
な
い
・
・
・
。

　

こ
の
「
子
育
て
」
の
悶
々
と
し

た
時
間
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
過
ご
す
た

め
に
講
演
を
参
考
に
子
育
て
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

６
月
22
日
（
金
）

　
　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

受
付
は
30
分
前

■
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

　
　
　
　

川
辺  

修
作 
氏

■
定
員　

20
名
（
お
子
様
と
一
緒

　
　

に
参
加
で
き
ま
す
。）
子
育

　
　

て
中
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
　

参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
３
ー
７
６
７
６

子
育
て
サ
ロ
ン
〝
銀
河
鉄
道
〞

韮崎市民交流センター

「ニコリ」
ＮＩＲＡＳＡＫＩ　ＣＩＶＩＣ　ＣＥＮＴＥＲ

子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
主
催

中
央
公
民
館
主
催

ニ
コ
リ
主
催

◆今月の納税・納期限
　介護保険料 第２期７月２日（月）

◆今月の夜間納税相談・収納窓口
　６月１８日（月）・２７日（水）
　１８時～２０時３０分
◆今月の休日納税相談・収納窓口
　６月２３日（土）１０時～１６時

※来庁の際は、西側出入り口をご利用ください。
■お問い合わせ　収納課（内線１６３～１６６） 
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懐
か
し
の
歌
声
サ
ー
ク
ル

「
瑠
璃
（
ル
リ
）
の
会
」

　

唱
歌
や
青
春
歌
謡
を
歌
う
こ
と

で
心
を
開
放
し
、
元
気
の
源
を
創

り
出
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

（
今
月
は
６
月
10
日
）　

　
　
　
　

13
時
15
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
ニ
コ
リ
）１
階
音
楽
堂

■
参
加
費　

５
０
０
円

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
ー
５
０
６
ー
３
０
９

  

（
受
付  

月
〜
金 

９
時
〜
17
時
）

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金

の
納
付
・
申
告
は
お
早
め
に

　

労
働
保
険
・
一
般
拠
出
金
の
年

度
更
新
手
続
き
は
毎
年
６
月
１
日

か
ら
７
月
10
日
ま
で
に
行
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
発
送
は
５

月
末
、
申
告
書
受
理
会
は
６
月
中

旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
等
の
算
定
期
間

（
年
度
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
度
更
新
の
時
期
が
社
会
保
険

の
算
定
基
礎
届
の
提
出
時
期
と
重

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
準
備

の
上
、
法
廷
期
限
内
に
申
告
・
納

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
５
５
ー
２
２
５
ー
２
８
５
２

　
　

甲
府
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
ー
２
２
４
ー
５
６
１
９

韮
崎
市
民
合
唱
団

第
13
回
定
期
演
奏
会

 

「
ひ
び
け
歌
ご
え
」
と
題
し
、

歌
「
涙
よ
涸
れ
る
な
」
、
歌
芝
居

「
ワ
ニ
塚
の
サ
ク
と
ラ
ン
」
な
ど

発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
10
日
（
日
）

　
　

開
場
13
時
30
分　

開
演
14
時

■
会
場　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

　
　

無
料
送
迎
バ
ス
有
り

　
　

韮
崎
駅
前
13
時
15
分
発

■
入
場
料　

５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

  

☎
２
２
ー
０
１
８
８(

団
長 

林
）

廃
食
油
・
賞
味
期
限
切
れ
の

天
ぷ
ら
油
の
無
料
回
収

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ま
な
し
は
、
天
ぷ
ら
油

を
回
収
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
し
て
利
用
す
る
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
、
家
庭
用
の
廃
食

油
（
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
）
と
賞

味
期
限
切
れ
の
天
ぷ
ら
油
を
回
収

し
ま
す
。

　

容
器
は
お
持
ち
帰
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
業
務
用
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時　

７
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

11
時
〜
12
時

■
場
所　

市
役
所
庁
舎
裏
駐
車
場

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
な
し

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
６
３
２
８

　
　

環
境
政
策
担
当

　
　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

「
マ
ル
シ
ェ
梨
北
」
開
催

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
お
店
に

し
て
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
農
産
物

を
販
売
し
ま
す
。

■
主
催　

Ｊ
Ａ
梨
北

■
日
時　

６
月
３
日
（
日
）

　
　

８
時
〜
10
時
（
雨
天
中
止
）

※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

■
場
所　

双
葉
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

　
　
　
　

西
側　

Ｙ
Ｂ
Ｓ
鉄
塔

　
　
　
　

周
辺
の
空
き
地

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

Ｊ
Ａ
梨
北
営
農
部

　
　

地
産
地
消
課

　
　

☎
２
３
ー
４
５
７
０

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の

電
話
帳
を
配
達
・
回
収

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
６
月
中

に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
各
ご

家
庭
や
事
務
所
へ
配
達
員
が
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
不
要
と
な
り
ま
し
た

古
い
電
話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護

や
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
配
達

時
に
回
収
し
ま
す
の
で
、
配
達
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご

不
在
等
で
配
達
員
に
古
い
電
話
帳

を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
「
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、
改
め
て

回
収
に
う
か
が
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
ド
リ
ン
ク
付
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

☎
３
８
ー
０
８
５
６（
田
中
）

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」

　

在
職
者
に
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て

い
ま
す
。

■
内
容（
７
月
開
講
予
定
）

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

　
　

会
計
ソ
フ
ト
入
門
講
座

　
　

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス

　
　

活
用
講
座
等

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
甲
府
市
塩
部
４
ー
５
ー
28
）

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
３
２
１
０

　

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.

　

jp/shugyo/
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市の人口（５月１日現在）
　男　　１５，７５２人　　世帯数　　１２，３９２世帯
　女　　１５，９４４人　　前月比　　　　　＋１７人
　計　　３１，６９６人　　前月比　　　　＋３７世帯

韮崎市国民健康保険より
　5月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は 165,373,242 円で、一人あたりの保険者負担
額は、20,079 円 ( 前年同月比　0.88％増）でした。
　引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力く
ださい。

東日本大震災  義援金受付

■受付期間　平成 24年 9月 30日　※延長しました。
■受付場所　市役所 1階福祉課窓口
　　　　　　（平日 8時 30分～ 17時 15分）
　希望者には義援金採納証明書を発行いたします。
※既にご協力いただいた分を含む（受付簿へ記入された方のみ）

■お問い合わせ　福祉課高齢者福祉担当（内線180・181）

平成23年3月14日からの　義援金総額12,893,369円（5月11日現在）

残される大切な人のために…
　公正証書による遺言の作成件数は、全国で年間７万件を超

えており、この数は増加傾向にあります。

　また、遺産分割の揉め事は、相続財産の多少に関係ありま

せん。紛争の多くは、相続財産が５千万円に満たない場合に

起こっています。

　万能ではありませんが、扮装を未然に防ぐ手段として有効

な遺言。元気な貴方なら、簡単に作れます。

■お問い合わせ　山岸行政書士事務所　
　☎ 055-287-6583　〒400-0214　南アルプス市百々1819ー4

遺言小冊子＆
無料相談券進呈

移
動
県
民
相
談

　

峡
北
地
区
を
対
象
に
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

■
内
容　

法
律
相
談
（
家
族
・
近

　
　
　
　

隣
問
題
・
相
続
・
金
銭

　
　
　
　

問
題
）、
交
通
事
故
相

　
　
　
　

談
、
消
費
生
活
相
談

■
場
所　

北
巨
摩
合
同
庁
舎
２
階 

　
　

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

 　

（
本
町
４
ー
２
ー
４
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
５
７
１

夏
の
「
き
こ
え
」
と

　

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

　

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。  

　

専
門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
日
時　

７
月
４
日
（
水
）〜

　
　
　
　

７
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

■
場
所　

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　

（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

■
対
象　

０
歳
児
〜
大
学
生

■
内
容　
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」

　

に
関
す
る
悩
み
の
相
談
・
か
か

　

わ
り
方
・
生
活
や
学
習
ほ
か

■
申
込
締
切　

６
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

17
時
ま
で

■
申
込
方
法

　
　

事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
内

　
　

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
３
ー
２
２
ー
１
３
７
８

０
５
５
３
ー
２
２
ー
６
４
１
９

夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

　

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ

て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で

い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る
子

ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
日
時

　

７
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　

８
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

　
　

い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時

■
会
場　

山
梨
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
２
ー
10
ー
２
）

■
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話

　
　
　
　
　
　

で
の
申
し
込
み

　

受
付
時
間（
平
日
9
時
〜
17
時
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

山
梨
県
立
盲
学
校

　
　

Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
支
援

　
　

セ
ン
タ
ー　

担
当
：
吉
田

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

　

法
務
局
で

は
、
登
記
、
戸

籍
、
供
託
、
人

権
擁
護
及
び
成

年
後
見
登
記
に

関
す
る
事
務
等
、
生
活
に
深
く
関

係
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な

点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務
局

職
員
及
び
公
証
人
に
よ
る
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

６
月
17
日
（
日
）

　
　

９
時
〜
15
時
30
分（
予
約
制
）

■
場
所　

甲
府
合
同
庁
舎
２
階

　
　
　
　

会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
１
５
１

平
成
24
年
・
25
年
度

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す

　

県
で
は
、
県
内
85
名
の
方
を
消

費
生
活
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
韮
崎
市
の
相
談

員
さ
ん
は
次
の
５
名
の
方
々
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

樋
口　

浩
子
さ
ん（
神
山
町
鍋
山
）

遠
山
な
つ
子
さ
ん（
水
神
）

若
尾　

鈴
子
さ
ん
（
旭
町
上
条
北
割
）

矢
崎　

永
子
さ
ん（
大
草
町
上
条
東
割
）

笹
本　
　

恵
さ
ん（
清
哲
町
水
上
）
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